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Vol.9
Duke Ellington 【デューク ・エリントン】

～ジャズ史に輝く偉大なピアニスト＆作曲家～

I am Jazz! （ジャズ ・スーパー列伝）

Profile

1899年4月29日、米国ワシントンＤ .Ｃ .生まれ。本名はEdward Kennedy Ellington。「デューク（公爵）」というニックネームは、

幼少の頃から優雅さを身に付けて服装もきちんとしていたことから、 親友によって付けられたとされる。 著名な白人医師ミドル

トン ・ カスバートの執事で、 ホワイトハウスへの仕出し業も行っていた父親を持ち、 小学生の頃からピアノを習い始め、 ハイス

クールでは校内パーティのピアニストを務め、作曲理論も学び始める。 1916年にピアニストとしてデビューを果たす。 ファッツ・

ウォーラーに呼ばれてニューヨークに進出し、 自分のバンドを結成。 1927年にハーレムの高級ナイトクラブ 「コットン ・クラブ」

の専属バンドとなって人気を博す。 バンドにはジョニー ・ ホッジス、 クーティー ・ ウイリアムズ等が参加し、 “ ジャングル ” スタ

イルと称される野性的、 冒険的かつ洗練されたサウンドと共に 「A 列車で行こう」 「サテン ・ ドール」 等、 音楽史に残る数多

くの名曲を生み出し、 30年代半ばから第二次世界大戦後にかけて絶頂期を迎える。 ジャズで初めて、 作曲とアドリブの両立

に成功し、 歌やミュージカル、 宗教歌まで作曲し、 晩年まで活動を続け、 世界中で成功を収めた。 約 50年に渡る音楽活動

で 1500曲を越える作品を残し、 ジャズを超えてポピュラー音楽シーンへも多大な影響を与えた。 1956年にタイム誌の表紙を

飾り、 1969年にはニクソン大統領よりアメリカ自由勲章を授与され、 1973年にはフランス政府からレジオンドヌール勲章が授

けられた。 また、 2009年にはコロンビア特別区から、 エリントンとピアノをあしらった 25セント記念硬貨も発行された。 合計 9
回グラミー賞を獲得。 1974年 5月 24日ニューヨークで癌のため死去。 享年 74歳。 音楽史に輝く作曲家のひとりである。

ジャズの発展に貢献し、その歴史に名を刻んだ名プレイヤーたち。 その人生は、楽器が異なる如く千差万別。 このコーナーでは、

そんな個性的なジャズマンたちの功績を称え、 生き様を紹介することで、 より多くの人々にジャズの素晴らしさを伝えていきたい。
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Photo from "the private collection" ／ Duke Ellington (Music Club Deluxe)
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DE's Great Album 『アット・ニューポート 1956』『デューク・エリントン＆ジョン・コルトレーン』『ザ・ポピュラー・

デューク ・エリントン』 『エリントン '66』 『ジミー ・ブラントンに捧ぐ』 等もお薦めです。
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極東組曲
デューク・エリントン

（ソニー ・ ミュージック ： BVCJ-37448) 
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The Jimmy Blanton era
Duke Ellington

（GIANTS OF JAZZ ‐ 53048） 【Import CD】
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デューク・エリントン

（ユニバーサルミュージック ： UCCU-99071) 
デューク ・エリントン (p)、
ジミー ・ブラントン （b）、 他

1. イン・ア・メロウトーン 2. コ・コ 3. ジャック・ザ・
ベア 4. ハーレム ・エア ・シャフト 5. ジャスト ・ア ・
セッティン ・アンド ・ア ・ロッキン （他、 全 23曲）

デューク ・エリントン (p)、
チャールス ・ ミンガス （b）、
マックス ・ローチ （ds）
1. マネー ・ジャングル 2. アフリカの花 3. ヴェ
リー ・スペシャル 4. ウォーム ・ヴァレー 5. ウ
ィグ ・ワイズ 6. キャラヴァン 7. ソリチュード

デューク ・ エリントン (p)、 クーティ ・ ウィリ
アムス、 ハービー ・ジョーンズ、 マーサー ・
エリントン、 キャット ・アンダーソン (tp)、 他

1. 旅行者の眼 2. デリーの青い鳥 3. イスファ
ハーン 4. デプク 5. マウント ・ハリッサ 6. ブル
ー・ペッパー 7. アグラ 8. アマッド （他、全 9曲）

エリントン楽団に在籍したベーシスト達 A 列車で行こう

エリントン楽団に在籍した名ベーシスト達を敬意を込めて年代

順に紹介します。ヘンリー・エドワーズ（1925~26）、ウェルマン・

ブロード （1927~35、 1944）、ヘイズ・アルヴィス （1935~38）、
ビリー ・テイラー （1935~39）、 ジミー ・ブラントン （1939~41）、
ジュニア ・ ラグリン （1941~47）、 オスカー ・ ペティフォード

（1945~48)、 ウェンデル ・マーシャル （1948~53）、 アーロン ・

ベル （1960~62）、 アーニー・シェパード （1962~64）、 ジョン・

ラム（1964~67）、ジェフ・キャッスルマン (1967~69)、ヴィクター・

ガスキン （1969~70）、 ジョー ・ベンジャミン (1970~74) 。

｢ Ａ列車で行こう ｣ は 1939年にエリントンが自身の楽団のピ

アニスト兼作編曲者であったビリー ・ ストレイホーンに作詞 ・

作曲を依頼して作られた曲で、 1941年にエリントン楽団の演

奏でレコードが発売されて大ヒットを記録。 以来エリントン楽

団のテーマ曲としても親しまれた。 ジャズ以外ではザ ・ ロー

リング ・ ストーンズのライヴ ・ アルバム 『スティルライフ』 の

冒頭でメンバーがステージに登場する際の SE として流れ、

ニッポン放送制作のラジオ番組 『タモリの週刊ダイナマイク』

（1994~2005年）のエンディングで BGM としても使用された。

“ モダン ・ ジャズ ・ ベ
ースの革命者 ” と称される

ジミー ・ ブラントン在籍時の 1939
年 10 月 14 日から 1941 年 9 月 26 
日までの 14 セッション、 全 23 曲を収
録。 当時エリントンも 40歳前後と、 正に
脂の乗った時代の音源で、 ブラントンのベ
ースの魅力がぎっしり詰まっている。 エリ
ントンとのデュオ等、 お薦めは 「ミスタ
ー J.B. ブルース」 と 「ボディ・アンド・
ソウル」。 “Giants Of Jazz” とい

う海外レーベルからリリース
された輸入盤。

エリントンといえば、
エリントン楽団での名演 ・ 名

盤が連想されるが、 この作品は
エリントンのピアノがトリオで聴ける貴
重な音源。 エリントンを崇拝するチャー
ルス ・ ミンガスとマックス ・ ローチの両雄
が、 この時とばかりに巨匠エリントンに挑
みかかるような瞬間もあり、 “ マネー ・
ジャングル ” というより “ 四角いジャン
グル ” の如く、 3人の強烈な個性が
ぶつかり合う。 エリントンのパー

カシッヴで過激なタッチも必
聴。 1962年録音。

1963年から 64年に
かけて、 親善大使として日

本、 インド、 中東をツアーで旅を
したエリントンが、 その時の印象を綴
った作品で、 「第 10回グラミー賞」 を
受賞。 尺八をクラリネット、 琴をピアノに
見立てたユニークさも聴き所で、 アルバ
ムのラストを飾る 「アドリブ ・ オン ・ ニッ
ポン」 は、 エリントンが日本滞在中に
垣間見た日本の印象をもとに書き
上げたナンバー。 日本人なら一

度は聴いておきたい名曲。
1966年録音。

この曲は米国出身の作曲家アーサー ・ ハミルトンが、 1953年

に映画 『皆殺しのトランペット』 の挿入曲として作曲した曲。 映

画ではペギー ・ リーが歌ったが、 当初は特別出演のエラ ・フィッ

ツジェラルドが歌うことを想定されていた。その後、1955年にジュ

リー ・ ロンドンが歌って大ヒットし、 ビルボード誌のヒットチャート

で最高 9位を記録。 これまでジャズだけでなく、 ロックやブルー

ス等、 様々なジャンルのアーティスト達に取り上げられている。
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Jazz Standards （ジャズ名曲列伝）　 Vol.13
~ Cry Me A River 【クライ ・ ミー ・ア ・ リヴァー】 ~

    ジュリー ・ロンドン 『彼女の名はジュリー Vol.1』
    デクスター ・ゴードン 『ホット ・アンド ・ クール』

    美空ひばり 『ジャズ＆スタンダード』

    エラ ・ フィッツジェラルド 『エラからのラヴ ・レター』

    ニッキ ・パロット 『ムーン ・ リバー』

★ この名曲が聴けるお薦めのアルバム


